
᭗ఄλᚾᢅӊբί           ὸ ί   ὸ࠰ૠܖ 

ᲢᲫᲪᲪໜ฼ໜᲢ   ᲣЎᲣᲣ 
ᲫᲨ 
  

公立 - A H 23

45





ᲬᲨ 
 
  



ᲭᲨ 
 
  







ᲮᲨ 
 
  





᭗ఄλᚾᢅӊբί           ὸ ί   ὸ࠰ૠܖ 

ᲢᲫᲪᲪໜ฼ໜᲢ   ᲣЎᲣᲣ 
ᲫᲨ 
  

公立 - A H 23

45

= 5 - 12 = - 7
-1

=

7 つ( +8はな學

=

7が 8は導 =

、

途中式 が 正確 に

二 器 二丞/ かけ2いれ ば 必ず

正解できる b

= (F )2+(4-1)Ft 4× 1 - 1 ) - 3F

= 6 t 3F - 4 - 3F = 2
-_-/

T の 展開 で ミス が 多い人 は

分配法則 を てこずっ丁寧に やろ う !



9×253×6-_-- b b =t
2 at 1 8

_
= b a = 4b - 9
-

7に 4つ( t 4 = つけ4 つし ( R- 5) = 0

つに 5つく = 0 つ(
1䒑、

if の 値 の 大小 は
、
その 2乗の値 の 大小 に等しい 。

ア、 (T )
2

= 26

イ、 (F)2 )
2
= (TE )

2

= 25

ウ、 ( 2F )
2

= 22 × (F)
2

= 4 × 6 = 24
最も大きい の は ア

49エ ぼ )
2

=

"

な
=

=
= 24.5 最も小さいの はウー✗
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右 の図 より

y の 最小値 は つに 3 の とき な ので

g -_-が 32=-3 、 馮米の

④ y の 最大値 は 7( = 0 の ときなので

よ = 0
- 3 E GEO
set

の 家 から A までの キョリ を 1 200m

✗ m と し て 石 の よう に
家 、_
/ Rn

、、
-1200Tf 学校

まとめた 。 |→ 100m/分 A
→ 60m /分)

④ 移動時間 は
つく 人

Ioaetl
石

分1 7 - 2 = 15 分
60
分

7(なので
et
tune

= 15
6 0

3 つ( +5 ( 1 200 - x ) = 4500

7( = 750
'

1凸、



A
、 齆 、

B自
Q

ア、 BQ

イ、 Q PB

ウ i 1 8 0
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A B A B
と 区別 する 。

y = も の 両辺 に 水 をかける と たよ= 2 ← つまり
「
かけ て 2 」

a b
かけた値
t

IA YB 1 1 Bや A ② 2AやB 4
2A ② 2B ② 3 6

4 2

213 2? 3 2B - 3
石 二三/3

3
6



① y = - 2 つし+8 は C を 通る 。

C は 水軸 ( y= 0 ) と の 交点

なので y = 0 を代入 し 、
一次関数は 通る 2点
がわかれば 式が求まる b0=-2×+8 つに4

i. C ( 4 .
0 ) が確定 。

0 - 3

y = A )( t 3 は E ( 0 . 3 )
、
C (4

.
0) で

傾き =

T
= -半

3 3を 通る の で y = - txt 3 i A = 一 平
一一イ

② ( アプローチ 1) 面積 を 直 で 求める 。

E ( 0 . 3) より J = 3 を y -_-2つけ8

に代入し
、 D ( も 、 3 )

④ 平行四辺形 の 対角線 は それぞれ の

中点 で 交わる ので BE = ED
(E ,

3 ) は 、 3 )

つまり B と D の っし座木票 は 等しい 。

i. B ( ー も 、
3 )

④ 平行四辺形 は 点対称 なので
(4.

0 )

3

D ・一

- 3 は A → B でも 同じ なので A
・ぐーた ) A いた事 、 3 t 3 )

= A (-4.6 )皝
• BC - E 、

3)
平行四辺形 = BD × Aは座標

= 5 × 6 × t = 15
. 、 f =f 5

を倍△ EOC = OC× EO × I = 4 × 3 x た = 6
→



( アプローチ2) 相似比 の利用

5

B r

さ
、

EF
(で 、

3)

O
、

q
/ C F

・

平行四辺形内 の 4つの 三角形 の (40)

面積比 を 求める 。

相似 比 の 2乗 ・ 底辺比 を 用いる と △ EBC × 4 = 平行四辺形

B . Ejた
以下の よう になる 。 なので 平行四辺形 の面積比は

( 事 +10 ) × 4 = 65○○
_
で×4 =⑥

/ F
卦4 △ COE = 1⑧ +④ = 26②
-

経 ④
i. 琰5 =

三倍0 4
/ C

5

✗ーー

( アプローチ 3) 図形 の 禾多動

△ ABD を △ BG C に移動さ せると

平行四辺形 ABCD が BGCD になる 。

B
E

D (で 、
3)

F
・

G 。
C G

(4.
0 )

平行四辺形 = BD × EO

= 5× 3 = 15 最も速いかも
△ EO C = OC × EO × I

ne

ですね 」。
= 4 × 3 × t = 6 が二 も倍



• ③

① ・

④ Aプラン の 料金構造 ☒
鍵

y = 1 000 + 1 mあたりの料金 × 利用量 (と )

• 0€ つ( E 25 の とき J = 1 8 0 つし +1000 •

• 25€ っし の とき y = 100 つ( t 1 0 0 0

基本料金 は 利用 0 で も

1 000 円 なので ( 0,1000 ) 譚
1分 180 円 で 25分間 なので

180×25=4500

i. (25,1000+4500) = ( 25,5500 )

③ 1分 100 円 で 25分間 なので

100×25=2500 増え方 は 一定

( 25 +25,5500 t 2500 ) = ( 50,8000 ) なので 直線で結ぶ。

② 基本料金 が 4000円 なので ( 0 . 4000 ) を 通る 。

グラフ の イ頃き は 1パ で 75円なので
。器 点 がとり づらいので

t つまり (40,4000+3000) = ( 40,7000 ) の グラフ
。

2 つ のグラフが ]B の 方 が 安くなる の は 40中 より 多く十)𥫣
・

[交わった ところ
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しっ
① 26°

、
① AD/ BC の 金音 角 は 等しい ので 、

< ADF = 〈 CFD = 52 ° ② 770

-
i < EDF = 522260 = 26 ° ^

1
② △ DEF は DE = DF の

③ 510

二等辺三角形 なので 底角 が 等しく

< D FE = L DEF = (180-26) ÷ 2 = 77
°

③ 一直線 180なり く E FB = 1802 (77°+520)=51°-4

( 別 アプローチ ) D の 26
°

を △ FCD から 考え 2も いけます 。

< FDC = 180-(52+90) = 38 0

< EDF = 90-(26+38) = 26
°



45
°

1 、

D 7
V )

② ヽ

,

5

① ( アプローチ 1) 直再三再形 の利用

< CDB は 石 の 円周面 なので

こ13 の 中心角 < COB = 90° の 半分
で 45 0

☒ △ ADB は 直径 を含む 三角形 阿 〈 CDA = 90°+45°

なので < ADB = 90
° 二1350--4

( アプローチ2) 円周面 の定王里 の利用

求めたい LCDA は 天の 円周再

なので 中心角 < COA ( 大きい 方 )

2 7 0
°

の 半分 。 。
i. 1 3 5

°

→

DB が 31 かれ てる ので アプローチ 2 は
なかなか 気づけない かも 、 、 、

。



②
( アプローチ 1) 相似 の利用

う
ID CE = 7

.
0E = 5 より 1

円 0 の 半径 が 1 2 と わかる 。
子
1

△ DAB い △ 0EB である 。

〈 ADB = < EOB
= 90

0

( く DB A = < OBE (共通 ) )

Dai °

AI
24

0

-
B IT

に
。 、

E f B

D EB は 三平方 の定王里 より 1 3

△ ADB の 三平方 で

③ 相似比 は 等しい ので AD を 求めよう とする と

っ( i 5 = 24:13
手詰まり します . . . 。

1 3 つ( = 1 20 DE が求まらない から !

x =が
→

( アプローチ 2) 三角形 の面積利用

求めたい DA を かとおき 、

_ Y F0 から DA に平行線を 引き 、 水
j

B
DB と の交点 を F と する 。

△ DAB と △ FOB の 相似比
\

12
〉り 1 2

)

は 2 こ l なので F 0 = 事 となる。 も

△ EOB の 面積 を 2通り で 表す 。

OB × EO × I = EB × FO × I

1 2 × 5 × I = 1 3 × 半生 が 明笠/
っに ぽ



B
'

t
D
'

d

①
( アプローチ 1) 相似比 の利用

☒ 四角錐 A - Bとりづだい 四角錐 A -BC DE で 相似比 1 : 2 より

体積比 は 13:23 = た 8 つまり 四角錐 A - Bどらだ の

体積 の 8倍 が答え である 。

四角錐 A - Bどらだ の 体積 = 底面積 1 2 cm
2

× 高さ 4cm ×j
= 1 6 cm

3

を の 8倍 な ので 12𦥯、

( アプローチ2) 三平方 の 利用

四角形 BCDE の 1辺 を 外 cm とする と
、
四角形 B幻だの

1辺 は f cm と 表され
、
面積 12心 より ( き た 12 → つに 4/3 cm

④ 四角錐 A - BC DE の 体積 = (4Fs)な 8 × j = 1 2 8_/



②

だ が
B
'

d

水が入って い ない 部分 の体積 は 図工 、 五 どちらも 等しい 。

図 I i 1 2 × 4 × j = 1 6 Can3」

④ 図 正 と 立体 A - DCF を 底面 △ CD F 、

高さ 8 cm と考える 。 いし※ 1)

16 = △ ( DF × 8× が成り立ち

△ CDF = G (cm2) . . . (※2 )

△ CDF = CD × DF × t
6 = 4 x DF ×IDF
= F

i. FE = DE - D F

= 4時 - Fs = 3

/𥫣、

(※ 1 ) 空間 図形 は
、
求められる ように

、

底面 と 高 さ を 言文定する b

(※ 2 ) わからない もの を

わかって いる もの から 導く流れ b


